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士
幌
高
原
の
自
然
は
極
め
て
特
殊

で
あ
る

佐
藤

謙

さと う ・けん
1948年 岩手県 に生 る。

北大大学院農学研究科農
業生物学専攻修士課程卒。
現在、北海学園大学教養
部教授。研究 テーマは北
海道の植生(特 に高山)
と植物相。

一

は
じ
め
に

士
幌
高
原
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

(標
高

一
二
五
二
、
ニ
リ
川
)

の
自
然
が
極
め
て
特
殊
で
貴
重
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ナ

キ
ウ
サ
ギ
、
昆
虫
類
、
鳥
類
、
高
山
植
物
な
ど
、
多
方
面
か

ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
氷
期
遺
存
種
と
し
て

主
に
高
山
帯
に
生
息
す
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
、
高
山
帯
を
欠
く

士
幌
高
原
に
お
い
て
日
本
最
大
の
規
模
で
生
息
し
て
い
る
。

昆
虫
類
で
は
天
然
記
念
物
の
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
や
希
少

種
の
ラ
ウ
ス
オ
サ
ム
シ
な
ど
、
高
山
性
の
貴
重
種
が
特
記
さ

れ
て
い
る

(
日
本
生
態
学
会
、

一
九
九
三
年
四
月
)
。

士
幌
高
原
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
事
象
だ
け
で
も
十
二

分
に

「
極
め
て
貴
重
な
自
然
」
で
あ
り
、
人
為
の
影
響
を
排

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
し

か
し
、
是
が
非
で
も
道
路
を
造
ろ
う
と
す
る
立
場
の
人
々
が

お
り
、
道
路

一
本
で
他
に
類
例
の
な
い
貴
重
な
自
然
を
破
壊

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
一
年
間
に

「
一
般
道
々
士
幌
然
別
湖
線
自

然
環
境
調
査
報
告
書

(確
定
)
」

(
一
九
八
八
年
九
月
、
北

海
道
)
と

「同
調
査
資
料
」

(
一
九
八
七
年
十

一
月
、
北
海

道
)

(以
下
で
は
こ
れ
ら
を

「報
告
書
」
と
呼
ぶ
)
を
精
読

し
、
そ
の
後
に
現
地
の
植
生
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
士

幌
高
原
の
植
生
は
、
極
め
て
特
殊
で
あ
る
こ
と
を
実
感
を
持

っ

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
報
告
書
で
は
士
幌

高
原
の
植
生
全
体
、
生
態
系
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
特
殊
性

が
全
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知

っ
た
。

現
在
の
道
路
計
画
で
は
、
全
線
ト
ソ
ネ
ル
案
が
浮
上
し
て

い
る
。
全
線
ト
ソ
ネ
ル
案
は
、
報
告
書
に
支

持
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
貴
重
な
自
然
を
守
り
う
る
よ
う
な

幻
想
を
抱
か
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
士
幌
高

原
の
特
殊
で
貴
重
な
生
物
は
特
殊
な
環
境
と

結
び
つ
き
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
特
に
地
下

の
環
境
と
深
く
関
連
す
る
の
で
、
全
線
ト
ソ

ネ
ル
と
い
え
ど
も
貴
重
な
自
然

へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
士
幌
高
原
の

植
生
の
特
殊
性
に
つ
い
て
新
た
な
解
説
を
試

み
た
い
。
そ
れ
は
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
生

態
系
の
特
殊
性
に
関
係
す
る
の
で
、
多
く
の

方
々
の
深
い
理
解
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

植
生
の
垂
直
分
布
と
地
形
分
布

大
雪
山
国
立
公
園
で

一
般
的
な
植
生
の

「垂
直
分
布
」
は
、
標
高
に
伴
う
温
度
の
変

2290m

1500m

化

に
応

じ

て
お
り
、

高

山
帯

・
亜
高

山
帯

・
山
地

帯

か
ら
な

る
帯
状

分
布

を
示

す

(
図

ー

一
)
。

こ
れ

に
対

し

て
、
東

ヌ

プ

カ
ウ

シ
山

の
植

生

の
垂
直

分
布

は
、

山
頂

(
一
二
五

二
、

二
)
川
)
ま

で
ダ

ケ
カ

ソ
バ
林

や
ト
ド

マ
ッ
林
が

成
立

し
、
高

標

高

・
温

度

↓

800m

図 一1.北 海道 大 雪 山 に お け る一 般 的 な植 生 の垂 直分 布(模 式 図)

①標 高 約1500m以 上(ハ イ マ ツ帯;森 林 限 界 を超 えた 高 山帯):
コマ クサ 群落 、 ハ イマ ッ ー コケ モ モ群 落 な ど

②標 高 約800～1500m(針 葉 樹 林 帯;亜 高 山 帯):ダ ケカ ソバ林 、
エ ゾマ ッー ダケ カ ソバ林 、 エ ゾマ ッー トドマ ッ林 、 アカ エ ゾ

マ ツ林 、 ト ドマ ツ林 な ど

③標 高 約800m以 下(落 葉 広 葉 樹林 帯 あ るい は針 広 混 交 林 帯;

山地 帯):ミ ズ ナ ラ林 、 ミズ ナ ラー トドマ ツ林 な ど、
一部 に トドマ ツ林 とア カ エ ゾマ ッ林



山
帯
を
欠
い
て
い
る

(図
-
二
)
。

し
か
し
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
で
は
、
亜
高
山
帯
に
亜
高
山

の
植
物
群
落
だ
け
で
は
な
く

ハ
イ
マ
ッ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
や

コ
マ
ク
サ
群
落
な
ど
の
高
山
帯
の
植
物
群
落
ま
で
成
立
し
、

多
様
な
植
物
群
落
が
垂
直
的
に
圧
縮
さ
れ
て
認
め
ら
れ
る
点

が
極
め
て
特
殊
で
あ
る
。
北
海
道
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
特

殊
性
が
こ
れ
ほ
ど
大
面
積
に
わ
た
る
例
は
他
に
な
い
。
と
こ

ろ
で
、
多
様
な
植
物
群
落
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
?

北
海
道
の
報
告
書
と
伊
藤

・
斎
藤

(
一
九
七
四
)
に
よ
る

表 一1.東 ヌプカウシ山における植生の地形分布

北海道(1987):一 般道 々士幌然別湖線 自然 環境 調査資料、北海道
(1988):一 般道々士幌然別湖線 自然環境調査報告書(確 定)お よび

伊藤 ・斎藤(1974):東 ヌプカウシ山 コマ クサ群落地調査報告書(鹿
追町教育委員会)に よる

植物群落 斜 面

コマ クサ 群落:

ハ イマ ツー コケ モモ 群落:

ア カ エ ゾマ ツ ー蘇 類 群落:

ト ドマ ツ(ダ ケ カ ソバ)一

ゴ ゼ ソ タチ バ ナ群 落:

ト ドマ ツー クマ イ ザサ 群落:

ダケ カ ソバ ー クマ イザ サ群 落:

クマ イ ザサ 群落:

南西尾根の西斜面
本峰北斜面と外輪山北～東斜面の脚部
同じ北～東斜面脚部、白雲山を含む最も
外側万外輪山の北斜面脚部

上記の北～東斜面の大半

2列の外輪 山'あ南斜面

特 に本峰の南～西斜面
主 と して南～西斜面

と
、
個

々
の
植
物

群
落

は
、

ほ
と

ん
ど
斜

面

の
違

い
に
応

じ

て
成
立

し

て

い
る

(表

-

一
と
図

-

二
)
。

例
え
ば

、

ハ
イ

マ
ツ
ー

コ
ケ

モ

モ
群
落
、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
ー
薩
…類
群

落
お

よ

び
ト

ド

マ
ツ

(
ダ
ケ

カ

ソ
バ
)

i
ゴ

ゼ

ソ
タ
チ

バ
ナ
群
落

は

北

～
東

斜

面

に
成

立

し
、

ト
ド

マ
ッ
ー
ク

マ
イ

ザ
サ
群
落

、

ダ

ケ

カ

ソ
バ
ー

ク

マ
イ
ザ

サ
群

落

お

よ
び

ク

マ
イ
ザ

サ
群

落

は
主

と

し

て
南
～

西
斜

面

に
成
立

し

て

い
る
。

す

な
わ

ち
東

ヌ
プ

カ

ゥ

シ
山

で
は
植

生

の

「
地

形
分

布
」

が
明

ら

か
で
あ

る
。

こ
れ

ま

で
に
大

規
模

な
植
生

の
地

形
分

布

は
、
少

な
く

と
も

北
海

道

で
は
他

に
例

が
な

い
。
何

故
、

こ
の
よ
う

な
植

三

自
ず
と
地
形
分
布
を
示
す
風
穴
植
生

(
一
)
風
穴
と
風
穴
植
生

風
穴
は
、
熔
岩
ト
ソ
ネ
ル
と
累
石
風
穴
の
二
通
り
の
意
味

で
使
用
さ
れ
、
本
州
で
は
い
ず
れ
も
国
指
定
天
然
記
念
物
を

筆
頭
に
し
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
る

(表
-
二
)
。
こ
の

う
ち
、

「
累
石
風
穴
」
は
、
岩
塊
や
岩
屑
が
堆
積
し
た
崖
錐

末
端
に
あ
た
る
斜
面
脚
部

(山
裾
)
、
特
に
日
射
量
が
少
な

い
東
～
北
斜
面
の
脚
部
に
発
達
し
、

「
風
穴
植
生
」
と
直
接

生
の
地
形
分
布
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

表 一2.風 穴 の 種類

①熔岩 トソネル:熔 岩 の流動に伴 って外側 から冷却 してい く際に、 まだ流動性
に富む内部が流 出 して空洞 になった もの。 トソネル内部が冷涼。古 くから

作物 の種子や蚕の卵の貯蔵 に使用 されてきた。地学的観点か ら国の天然記

念物 に指定 された風穴が多い(富 士山麓の富士風穴、富岳風穴、竜宮風穴 、
万野風穴、本栖風穴、駒門風穴 など)。

②累石風穴:溶 岩岩塊 や岩屑が堆積 して、岩塊や岩屑の小 さな隙間 から夏季 で
も冷風が吹 き出す。地形的には崖錐末端 にあた る斜面の脚部(山 裾)、 特
に日射量 が少ない北～東側斜面の脚部に発達す る。 これに応 じて地上の植

物群落 が局所的に特殊 になる。道外では、福島県中山風穴、秋 田県長走風
穴の国指定天然記念物 を筆頭 に して、大半 が貴重な 「風穴植生」 として保

護 されている。
a)熔 岩岩塊(安 山岩):漁 入 ハイデ、東 ヌプカ ウシ山
b)平 板状岩屑(流 紋岩質熔結凝塊岩など):十 勝三股、温根湯、富良野

北 ～ 東 斜 面

③ ② ① ② ③

← 地 形 ・温 度 →

(風穴は① と② に明 らか、③に も影響、

① から③ に向かって温度上昇)

1250m

↑

1100m 標

800m

高

↓

南 西 尾 根

回回

④

← 地形 ・土壌未発達 →

(⑤で土壌の凍結 ・融解)

図 一2.東 ヌプ カ ウ シ山 の亜 高 山 帯 に お け る植 生 の地 形 分布(模 式 図)

① ハ イマ ッー コケモ モ群 落 、 ② ア カ エ ゾマ ツー群 類 群 落 、③ トドマ ッ(ダ ケ カ ソ
バ)一 ゴゼ ソタ チバ ナ群 落 、 ④ ダケ カ ソバ ー クマ イザ サ群 落(以 上 の群 落 名 は 、

北 海 道 の調 査 報 告 書(1987-1988)に よ る)、 ⑤ コマ クサ 群落(伊 藤 ・斎 藤,1974)
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表一3.累 石風穴に成立する 日本の風穴植生

地 域 垂直分布帯 ・気候帯 群 落 の 代表 種

東北 地 方 山地 帯 ・冷 温 帯

(WI.45-85度)

北 海 道 山地 帯 ・冷温 帯 ～

亜 高 山帯 ・亜 寒 帯

(WI.15-85度)

オ オ バ ス ノキ 、 ウス ノキ 、 コヨ ウ ラ クツ ツ

ジ、 ハ ナ ヒ リノキ、 ム ラサ キ ヤ シオ 、 ナ ナ

カ マ ド、 ツル ツ ゲ、 ウサ ギ シ ダ、 ミヤマ ワ

ラビ な どの亜 高 山 性植 物 。 希 に コケ モ モ。

イ ソツ ツ ジ、 ガ ソ コ ウ ラソ、 コケ モ モ、 リ

ンネ ソ ウ、 タカ ネナ ナ カ マ ド、 エ ゾ ム ラサ

キ ツ ツ ジ、 オ オ タカ ネ イ バ ラ、 エ ゾ ノマ ル
バ シモ ッケ な どの高 山植 物。 希 に ハ イマ ツ。

表一4.北 海道 の風穴植 生

地 域

(文献)
標 高(m)

(WI)

植 物 群 落 名

(群落名以外 の主 な出現種)

結
び
つ
い
て
い
る

(図
ー
三
)
。
よ
っ
て
、
風
穴
植
生
は
自

ず
と
地
形
分
布
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

累
石
風
穴
で
は
、
地
表
に
吹
き
出
す
冷
風
に
応
じ
て
、
周

辺
の
大
気
候

(垂
直
分
布
帯

・
気
候
帯
)
と
は

一
致
し
な
い

植
物
群
落
が
局
所
的
に
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
な
風
穴
植
生

は
、
東
北
地
方
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
発
達
し

(表
-
三
)
、

東
北
地
方
で
は
概
し
て
山
地
帯

・
冷
温
帯
に
位
置
す
る
風
穴

に
亜
高
山

・
亜
寒
帯
性
植
物
、
北
海
道
で
は
山
地
帯
か
ら
亜

高
山
帯
の
風
穴
に
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
、
ガ
ソ
コ
ウ
ラ
ソ
、
コ
ケ
モ

モ
、
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ッ
ツ
ジ
な
ど
高
山
植
物
が
主
と
な
る
群

十 勝 三 股

(近 堂 ほ か,1978、

鈴 木 ほ か,1987)

温 根 湯

(梅 沢,1956、

志保 井,1974)

富 良野

(斎藤,1953)

830-840m

(WI.32度)

300-310m

(WI.45度)

325m

(WI.55度)

札 内川 七 の 沢710-720m

(北 海 道,1984)(WI.35度)

漁入 ハ イデ720-740m

(佐藤 ほか,1993)(WI.43度)

アカ エ ゾ マ ツー ト ドマ ツー イ ソツ ツ ジ

ホ ソバ ミズ ゴケ群 落(コ ケ モ モ、 エ ゾ

ムラサキ ツ ツジ、 バ クサ ンシャ クナゲ)

エ ゾム ラサキ ツツジ群落(イ ソツ ツジ)

エ ゾマ ツ ・ ト ドマ ツ林 と ドイ ツ トウ ヒ

人 工 林(イ ソツ ツ ジ、 コケ モモ 、 エ ゾ
ム ラサ キ ツツ ジ、 オ オ タカ ネ イバ ラ)

高 山 性 ピー ス群 落(イ ソツ ツ ジ、 ガ ソ
コウ ラ ソ、 エ ゾム ラサ キ ツ ツ ジ、 エ ゾ

ノマ ル バ シ モ ツケ)

イ ソ ツ ツ ジ群 落 と ア カ エ ゾマ ッ群 落

(ハ イ マ ツ、 コケ モ モ、 リンネ ソウ、

ホ ソバ ミズ ゴケ 、 エ ゾ ク ロ ウス ゴ、 オ

オ バス ノキ、 ウス ノキ、 ハ ナ ヒリノキ)

落
が
成
立
す
る
。
そ
の
上
で
ハ
イ
マ
ッ
ま
で
出
現
す
る
風
穴

植
生
は
札
幌
市
の

「漁
入

ハ
イ
デ
」
に

一
ヶ
所
、
小
規
模
に

知
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い

(表
-
四
)
。

(二
)
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
風
穴
植
生

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
に
お
け
る
顕
著
な
植
生
の
地
形
分
布
は
、

累
石
風
穴
に
よ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
九
月
、

外
輪
山
の
北
～
東
斜
面
に
あ
る
二
ヶ
所
の
岩
塊
堆
積
地
を
選

ん
で
植
生
調
査
と
温
度
測
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
表
ー

五
に
示
す
よ
う
に
、

ハ
イ
マ
ツ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
は
最
も
低

い
地
温

(地
下
十
些
M
川
)
の
立
地
環
境
に
成
立
し
、
ア
カ

→南

土

④ ない し⑤

③ ②

③ ない し④ ○北
～東 ← ○

○
○

② ○

。8岩
冷 ← ○ ○
← ○ ○ ○ 塊

風 ① ○○ ○
← ○ ○○ ○ 堆

← ○ ○ ○○

○ ○ ○○

○

壌 発 積

達

図 一3.東 ヌ プカ ウシ山 の 風穴 周 辺 にお け る群 落 交代(模 式 図)

① ハ イ マ ッー コケ モモ 群落 、② アカ エ ゾ マ ツー辞 類 群 落 、 ③ ト ドマ ツ

(ダ ケ カ ソバ)一 ゴゼ ソ タチ バ ナ群落 、④ ダケ カ ソ バー クマ イ ザサ 群落 、

⑤ ト ドマ ッー クマ イザ サ群 落 と クマ イ ザ サ群 落(群 落 名 は北 海 道 の 報告 書

(1987-1988)に よ る)

斜
面
脚
部

エ
ゾ

マ
ッ
⊥

鮮
類
群
落

も
か
な

り
の
低
温
地

に
認
め
ら
れ

た
。

両
群

落

は
明
ら

か

に
低

温

な
風
穴

と
結

び

つ
い
て
い
た
。

ア

カ

エ
ゾ

マ
ッ
ー
群

類
群

落

の
中

で

ト
ド

マ
ッ
や
ク

マ
イ
ザ

サ

が
出
現

す

る

よ
う

に
な
る

と
地
温

が
上
昇

し

た

の
で
、

ト
ド

マ
ツ

(
ダ

ケ

カ

ソ
バ

)
ー

ゴ
ゼ

ソ
タ

チ
バ
ナ
群

落

や
ト
ド

マ

ツ
ー

ク

マ
イ
ザ

サ
群
落

で
は
風
穴

の
影
響

が
少

な
く

な
る
と

判
断

さ
れ
た
。
し

か
し

な
が
ら
、

ト
ド

マ
ツ

(ダ
ケ
カ

ソ
バ
)

ー

ゴ

ゼ

ソ
タ
チ

バ
ナ
群
落

に
は
な

お
冷
風

が
吹

き
出
す

風
穴

が

認
め

ら
れ

て
い
る
。

駒

止
湖

に
面
し

た
最
も

外
側

の
外
輪

山
北

斜
面

で
は
、
諸
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表一5.東 ヌプカ ウシ山の風穴植生の低温値(地 下10㎝ の地温、1993年 測定)

① 「あ る岩礫地」 「9月11日 」 「9月28日 」

気 温 約11～12℃ 気 温 約12～14℃

ハ イ マ ッー コケ モ モ群 落(ハ イ マ ッ疎 生)1.5～2.4℃

ハ イマ ッー コケモ モ群 落(ハ イ マ ツ密 生)4。2～6.3℃

ア カエ ゾマ ツ ー癬i類群 落(典 型 的 な林 分)8.5～9.3℃

ア カエ ゾマ ッ ー群類 群 落(林 冠 に トドマ ツ、

林 床 に クマ イ ザサ が混 生 す る林 分)9.7℃

3.1～3.4℃

4.5～4.7℃

5.3～5.8℃

8.2℃

② 「別 の岩礫地」 「9月27日 」

気 温 約9～10℃

7.5～7.7℃

8.1～8.3℃

8.8～9.4℃

9.6℃

ハイマツー コケモモ群落

アカエゾマ ッー群類群落(亜 高木林分 、

林床 にハイマツと地衣類 を伴 う)
アカエゾマ ツー群類群落(亜 高木林分、

林床 で地衣類が優勢)
アカエゾマ ツー群類群落(高 木林分、

林冠 に トドマ ツ、林床に クマイザサを伴 う)

処

に
、

凹
形

分
斜

面

の
最

低

部

か
ら

周
辺

の
凸
形
分

斜
面

に

向

け

て
、

イ

ソ
ツ

ツ
ジ
、

コ
ケ

モ

モ
な
ど

の
高

山
植
物

を

伴

う

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
⊥

鮮
類

群

落

か
ら

ト
ド

マ
ツ

(ダ

ケ

カ

ソ

バ
)

ー
ゴ

ゼ

ソ
タ

チ
バ
ナ
群

落
、

そ

し

て
ト
ド

マ
ツ
ー

ク

マ

イ
ザ

サ
群
落

へ
の
群
落

交
代

が

認

め
ら
れ

る
。

こ
の
う

ち
、

ト
ド

マ
ツ
ー
ク

マ
イ

ザ

サ
群

落

は
北

海
道

の
報
告
書

で
は

こ

の
範

囲

に
な

い
と
さ

れ

て

い
る
。

こ

こ
で
は
、
風

穴

の
中

心

に

ハ
イ

マ
ツ
ー

コ
ケ

モ
モ
群

落

が
成

立

せ
ず

、

ア
カ

エ
ゾ

マ

ツ
⊥

鮮
類
群

落

が
成

立

し

て
い
る
。

さ
ら

に
、
北

海
道

の
報

告
書

に
よ

る
と
、
亜
高

山
帯

の
ダ

ケ

カ

ソ
バ
ー

ク

マ
イ
ザ

サ
群
落

に

エ
ゾ

ム
ラ

サ
キ

ツ

ツ
ジ
、

コ
ケ

モ
モ
、

ハ
イ

マ
ツ
、

バ
ク

サ

ソ
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
、

オ

オ
バ

ス
ノ
キ
、

ウ

ス

ノ
キ
、

カ

ラ

マ
ツ

ソ
ウ
、

ヒ
メ

ノ
ガ
リ

ヤ

ス

な
ど

が
出
現

す

る
植

分
が

認

め
ら

れ
、
山

地
帯

の
ミ
ズ

ナ

ラ

ー

ク

マ
イ
ザ

サ
群
落

に
も

エ
ゾ

ム
ラ

サ
キ

ツ
ツ
ジ
、

ウ

ス
ノ

キ
、

ハ
ナ

ヒ
リ

ノ
キ
、

カ

ラ

マ
ッ

ソ
ウ

な
ど
が
多

い
植
分

が

認
め
ら
れ

る
。

こ
れ
ら

の
垂
直
分
布
帯

と

一
致
し
な

い
高

山

・

亜
高

山
植

物

の
出
現

は
、

サ
サ

の
薄

い
所

と
結

び

つ
く

こ
と

が
記

述

さ
れ

て
お

り
、

一
方

で
他

地
域

の
風
穴

植
生

と

比
較

検
討

す

る
と
、

風
穴

に
結

び

つ
い

て
い
る
と
判

断

で
き

る
。

よ

っ
て
、

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

で
は
、

植
物

群
落

ご

と

に
風
穴

の
有

無

が
決

め
ら

れ
る

の

で
は

な
く
、
各

群
落

の
中

に
風
穴

の
存

在

が
考

え
ら

れ
る
植

分

を
含

ん

で

い
る
。

(
三
)
風

穴

に
お
け

る
土

壌
凍

結

累

石
風
穴

で
は
、

土

壌
凍

結

が
確
認

さ
れ

る
例

が
多

い
。

そ

の
凍

結

は
、
永

久
的

(永

久
凍

土

)
、

あ

る

い
は
夏

季

な

い
し
秋

季
ま

で
の
季
節

的

な
凍
結

で
あ
る
。

例

え
ば
、

東

ヌ

プ

カ
ウ

シ
山
を
見

る
ま

で
は

日
本

の
風
穴

で
唯

一
ハ
イ

マ
ツ

ー

コ
ケ

モ

モ
群
落

が
知

ら

れ

て

い
た
札

幌
市

の

「
漁

入

ハ
イ

デ
」

(
標

高
約

七

二
〇

)
川
)

で

は
、

盛

夏

の
七

月

中

旬

で

も
岩
塊

間

の
地
表

が
凍

結

し

て
お

り
、

九
月

下
旬

に
は
地

表

面

の
凍
結

が
確
認

で
き
な

か

っ
た
が

地
温

は
夏
季

か

ら
低

温

の
ま

ま

に
経

過

し

て

い
た

(佐

藤

ほ
か
、

一
九
九

三
)
。

十

勝

三
股

の
風

穴

(
標

高

約

八

四
〇

層

)

で
は

、

ハ
イ

マ
ツ

を
欠

く
が

イ

ソ

ツ
ツ
ジ
、

コ
ケ

モ
モ
、

エ
ゾ

ム
ラ

サ
キ

ッ

ツ

ジ

な
ど
が

主
と

な

る
風
穴

植
生

が
知

ら
れ

て
お

り

(
鈴
木

ほ

か
、

一
九

八

七
)

、

「
永

久

凍

土
」

が
確

認

さ

れ

て

い
る

(近

堂

ほ
か
、

一
九

七

八
)
。

東

ヌ
プ

ウ

カ
ウ

シ
山

で
は
、

九

月
中
旬

の

ハ
イ

マ
ツ
ー

コ

ケ

モ
モ
群

落

の
立
地

に
お

い

て
地

表
か
ら
冷

風

の
吹

き
出

し

が

実
感

で
き

、

深

さ
約

八
○

些

㌶

の
隙
間

の
最

低

地

温

は

九
月
中
旬

に
○

、

三
度

(曇

り
、
気
温

約
十

一
～

十

二
度
)

、

下
旬

に

一
、

五
度

(晴

れ
、
気
温
約

十

二
～

十

四
度

)
で
あ

っ

た
。

こ
れ

ら
と
他

地

域

の
低
温
値

を
比
較

す

る
と
、
東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

で
は
少

な

く

と
も
季
節
的

、
あ

る

い
は
永

久
的

な

土
壌
凍

結

が
予

測
さ

れ

る
。

一
方

で
土

壌
凍

結

の
有

無

に
か
か
わ
ら

ず
、

風
穴

で
は

地

温

低

下
が
生

じ

る

こ
と
が

知
ら
れ

て
い
る
。

ア
カ

エ
ゾ

マ
ッ

ー
薩
類

群
落

、

ト
ド

マ
ツ

(ダ

ケ
カ

ソ
バ
)

ー
ゴ

ゼ

ソ
タ
チ

バ

ナ
群

落
、

ダ

ケ

カ

ソ
バ
ー

ク

マ
イ
ザ

サ
群
落

、

ミ
ズ

ナ
ラ

ー

ク

マ
イ

ザ

サ
群

落

な

ど

の
風
穴

で
は
、

地
温

低
下

の
程
度

が
異

な
り
、

土
壌

凍

結

に
関

し
て
も
季
節

的

な
も

の
か
ら
凍

土
が

な

い
状

況

ま

で
考

え
ら
れ

る
。

四

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
コ
マ
ク
サ
群
落

伊
藤

・
斎
藤

(
一
九
七
四
)
は
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
南
西

尾
根
の
西
斜
面

(標
高

一
一
〇
〇
～

一
二
〇
〇
)
川
)
に
お

い
て
、
ダ
ケ
カ
ソ
バ
林
に
囲
ま
れ
た
裸
地
に
コ
マ
ク
サ
群
落

が
成
立
す
る
こ
と
、
高
山
帯
の
風
衝
砂
礫
地
に
ほ
と
ん
ど
限

ら
れ
る
コ
マ
ク
サ
群
落
が
ダ
ケ
カ
ソ
バ
林
が
発
達
す
る
亜
高

山
帯
ま
で
下
降
す
る
点
で
極
め
て
貴
重
で
あ
る
こ
と

(図
-

二
)
、
コ
マ
ク
サ
群
落
は
低
山
～
亜
高
山
性
植
物
が
加
わ
る

点
で
全
国
的
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
、
裸
地
が
土
壌
の
凍

結
と
融
解
の
繰
り
返
し

(周
氷
河
作
用
)
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
で
も
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
亜
高
山
帯
に
お
け

る
高
山
植
物
群
落
、
コ
マ
ク
サ
群
落
の

「地
形
分
布
」
が
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
風
穴
と
は
異
な
る
原
因
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
南
西
尾
根
の
西
斜
面
は
、
冬
季
の
積
雪
が
極

端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
土
壌
の
凍
結
と
融
解
が
繰
り
返
さ
れ
、

局
所
的
に
高
山
帯
と
同
じ
環
境
が
形
成
さ
れ
る
と
考
察
さ
れ

て
い
る
。

五

他
の
特
殊
な
植
物
群
落
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北
海
道
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
ク
マ
イ
ザ
サ
群
落
は
三
〇

～
五
〇
種
の
多
数
種
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
、

そ
の
資
料
に
は
高
山
植
物
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

報
告
書
で
は
そ
の
こ
と
が
全
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

ク
マ
イ
ザ
サ
群
落
と
そ
れ
に
当
て
ら
れ
て
い
る
白
樺
峠
の

草
原
群
落
は
、
多
く
の
高
山
植
物
と
低
地
の
植
物
が
混
生
し
、

極
め
て
希
な
種
類
の
組
合
せ
を
構
成
し
て
い
る

(表
」
六
)
。

こ
れ
ら
の
群
落
は
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
に
お
い
て
ハ
イ
マ
ッ

ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
以
上
に
多
数
の
高
山
植
物

か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
東
西
の
ヌ
プ
カ
ゥ
シ
山
に
介
在
す
る

吹
抜
け
鞍
部
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
環
境
の
特
殊
性
が
指
摘
で

表一6.東 ヌプカ ウシ山の クマイザサ群落 とそれに接 した草原群落 の構成種

高 山植 物:ハ イ マ ツ、 コケ モ モ、 イ ソツ ッ ジ、 マ ル バ シモ ッケ 、 オ オ タカ ネ イ
バ ラ、 ツマ トリ ソウ、 エ ゾ シオ ガマ 、 カ ラマ ツ ソ ウ、 チ シマ フ ウ ロ、
エ ゾオ ヤマ リ ソ ドウ、 チ シマ ワ レモ コ ウ、 エ ゾゼ ソテ イ カ、 オ オ カ

サ モ チ、 チ シマ セ ソ ブ リ、 シ ラネ ニ ソジ ソ、 エ ゾ コ ゴメ グサ 、 ミヤ
マ ラ ッキ ョウな ど

岩礫 植 物 な ど他 の貴 重種:ホ タル サ イ コ、 エ ゾシ モ ッケ 、 ヒ ロハ ウ ラ ジ ロ ヨモ

ギ な ど

山地 帯 ・温 帯 の植 物:ク マ イ ザ サ、 ス ス キ、 エ ゾヤ マ ハギ 、 ツ リガ ネ ニ ソ ジン 、

オ ミナ エ シ、 ハ ナ イカ リ、 ヤ ナギ タ ソポ ポな ど

き

る
。

こ

の
異

例

な
ク

マ

イ

ザ

サ
群

落

は
、
極

め

て

貴
重

で
あ
り
、

ト

ソ
ネ

ル

の
出

入

口
と
推

測
さ

れ
る

付

近

に
発
達

し

て
い
る
。

ダ

ケ

カ

ソ
バ
ー

ク

マ
イ

ザ

サ
群
落

は
、

実
は
珍

し

い
種

類

の
組
合

せ
か

ら
な

る
群

落

で
あ

る
。

ダ

ケ
カ

ソ
バ

と

ク

マ
イ
ザ

サ
は
そ

れ
ぞ

れ
普

通
な
種

類

で
あ

る
が
、

そ

の
組
合

せ
が
希

で
あ

る
。

ダ
ケ

カ

ン
バ
は

主

に
多

雪

な
亜
高

山
帯

に

出

現

し
、

ク

マ
イ
ザ

サ
は

中

間
的

な
積

雪
地

に
出
現

す

る

こ
と

か
ら

一
般

に
亜

高

山
帯

で
は
希

で
あ
る
。

筆
者

が

知

る
限

り

で
は
、

ダ

ケ

カ

ソ
バ
ー

ク

マ
イ

ザ

サ
群
落

は
、

胆
振

の
山
地
、

旦
局
山
地
南
部
、
阿
寒
山
地
な
ど
に
お
い
て
太
平
洋
に
面
し

た
少
雪
の
山
岳
に
認
め
ら
れ
、
北
海
道
で
は
評
価
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
植
物
群
落
で
あ
る
。
こ
れ
を
普
通
種
が
多
い

群
落
で
あ
る
と
し
て
、
評
価
さ
れ
な
い
の
は
大
き
な
誤
り
で

あ
る
。
東
ヌ
プ
カ
ゥ
シ
山
の
同
群
落
は
、
そ
の
上
で
、
既
に

述
べ
た
よ
う
に
、
サ
サ
が
優
勢
で
な
く
高
山
植
物
が
出
現
す

る
風
穴
と
結
び
つ
い
た
植
分
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

六

特
殊
な
自
然
の
評
価

(
一
)
全
体
の
評
価

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
に
お
け
る
植
生
の
垂
直
分
布
と
地
形
分

布
に
関
す
る
特
殊
性
は
、
北
海
道
の
報
告
書
の
中
に
お
よ
そ

の
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
評
価

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
風
穴
な
ど
の
環
境

の
特
殊
性
は
全
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

の
植
生
全
体
と
、
そ
の
立
地
環
境
や
動
物
を
併
せ
た
生
態
系

全
体
が
特
殊
で
貴
重
で
あ
る
こ
と
は
、
全
く
評
価
さ
れ
て
い

な
い
。

報
告
書
で
は
、

ハ
イ
マ
ツ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
や
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
ー
蘇
類
群
落
な
ど
の
植
物
群
落
を
個
別
に
評
価

・
着
目

し
、
同
様
に
評
価
し
た
動
物
と
組
み
合
わ
せ
て
、
現
存
植
生

図
で
区
分
さ
れ
た
小
地
域
ご
と
に
合
計
値
を
比
較
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

一
見
総
合
評
価
を
行

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
全
体
が
貴
重
で
あ
る
自
然
を
細
分
し
て
貴
重
さ
の
程
度

を
分
け
よ
う
と
す
る

「利
用
す
る
立
場
か
ら
の
評
価
」
が
明

ら
か
で
あ
る
。

個
別
な
評
価
で
あ

っ
て
も
、
特
殊
な
生
態
系
と
し
て
他
の

山
系
の
生
態
系
と
比
較
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ

山
全
体
が
極
め
て
特
殊
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

(
二
)
個
別
の
評
価

北
海
道
の
報
告
書
に
お
い
て
ハ
イ
マ
ッ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落

と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
評
点
値
が
あ
ま
り
に
も
異
な
る
こ
と
に
対

し
て
、
す
で
に
疑
義
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

植
生
だ
け
に
限
っ
て
み
る
と
、
同
じ
群
落
名
で
も
風
穴
と
結

び
つ
い
た
植
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
植
物
群
落
ご

と
に
区
分
さ
れ
た
小
地
域
は
単
純
に
評
価
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
。
ま
た
群
落
名
に
基
づ
い
て
他
地
域
と
同
じ
基
準
で
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
東
ヌ
プ
カ
ゥ
シ
山
で
は
ク
マ
イ
ザ
サ
群

落
や
ダ
ケ
カ
ソ
バ
ー
ク
マ
イ
ザ
サ
群
落
に
見
る
よ
う
に
、
群

落
名
が
同
じ
で
も
他
地
域
と
は
大
き
く
異
な
る
個
別
の
特
徴

が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
の
報
告
書
は
個

別
の
評
価
に
お
い
て
も
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
藤

・
斎
藤

(
一
九
七
四
)
は
、
東
ヌ
プ
カ

ウ
シ
山
の
コ
マ
ク
サ
群
落
は
学
術
的
、
文
化
財
的
に
極
め
て

高
い
価
値
を
有
す
る
こ
と
、

コ
マ
ク
サ
群
落
と
ダ
ケ
カ
ソ
バ

林
と
の
間
に
循
環
変
化

(交
互
に
推
移
す
る
変
化
)
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
コ
マ
ク
サ
群
落
を
保
護
す
る
に
は
環
境
保
全

の
観
点
か
ら
周
囲
の
ダ
ケ
カ
ソ
バ
林
の
保
護
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
、
群
落
を
個
別
に
評
価

し
て
い
る
が
、
実
際
の
保
護
で
は
全
体
の
保
護
が
肝
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、

ハ
イ
マ
ツ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
や

ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
ー
群
類
群
落
を
貴
重
群
落
と
し
て
保
護
す
る

に
は
、
周
辺
群
落
の
保
護
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
風
穴

の
地
温
変
化
に
応
じ
た
群
落
交
代
を
示
し
、
土
壌
凍
結
が
十

分
に
予
測
さ
れ
る
東
ヌ
プ
カ
ゥ
シ
山
で
は
、
周
辺
群
落

へ
の

影
響
と
い
え
ど
も
地
下
内
部
か
ら
貴
重
群
落
へ
の
影
響
が
大

い
に
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(三
)
最
高
点
の
評
価

北
海
道
の
報
告
書
で
は
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
植
生
全
体

の
特
殊
性
を
全
く
評
価
せ
ず
、
植
物
群
落
を
個
別
に
、
し
か

も
誤

っ
て
評
価
し
て
い
た
。

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
植
生
は
、
狭
い
標
高
範
囲
に
高
山
植

物
群
落
を
含
む
多
様
な
群
落
が
垂
直
的
に
圧
縮
さ
れ
、
顕
著
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な
地
形
分
布
を
示
す
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
第

一
に

「風

穴
」
に
よ
る
立
地
環
境
の
特
殊
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
他

地
域
と
の
比
較
か
ら
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
植
生
は

ハ
イ
マ

ツ
ー
コ
ケ
モ
モ
群
落
を
有
す
る
風
穴
植
生
と
し
て

「
日
本
最

大
」
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
群
落
に
も
風
穴
の
存
在
が
考
え

ら
れ
る
植
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
に

「
土
壌
の
凍

結

.
融
解
や
吹
抜
げ
鞍
部
な
ど
」
の
環
境
の
特
殊
性
に
応
じ

た
植
生
の
地
形
分
布
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
東
ヌ

プ
カ
ウ
シ
山
の
植
生
は
、
立
地
環
境
の
特
殊
性
に
応
じ
て
全

体
が
極
め
て
特
殊
で
あ
る
。

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
で
は
、
哺
乳
類
、
昆
虫
類
、
鳥
類
な
ど

の
動
物
も
同
様
に
垂
直
的
に
圧
縮
さ
れ
て
生
息
す
る
特
殊
性

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
植
生
と
そ
の
立
地
環
境
に

深
く
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
東

ヌ
プ
カ
ゥ
シ

山
は
、
全
体
が
特
殊
な
生
態
系
を
な
し
て
、
全
国
的
に
極
め

て
高
い
希
少
性
の
価
値
を
有
し
て
い
る
。
東

ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

は
、
全
体
が
国
の
特
別
天
然
記
念
物
や
国
立
公
園
の
特
別
保

護
地
区
レ
ベ
ル
の
国
内
最
高
点
で
評
価
さ
れ
、
厳
重
に
保
護

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
過

去
に
認
可
さ
れ
た
道
路
だ
か
ら

「道
路
を
つ
く
る
の
が
当
然
」

と
い
う
立
場
で
、
自
然
保
護
に
配
慮
せ
ず
強
引
に
推
進
し
よ

う
と
す
る
の
は
、
末
代
ま
で
の
恥
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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